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今
年
で
8
回
目
と
な
る
「
白
山
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
0
8
」
が
、

7
月
１３
日
に
市
内
外
か
ら
約
2
5
0
人
の
参
加
の
も
と
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
 

　
午
前
中
、
第
１
部
の
「
平
泉
寺
史
跡
見
学

会
」
が
、
2
班
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
、
約

1
0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

　
市
学
芸
員
か
ら
、
発
掘
調
査
も
今
年
で
２０

年
と
な
る
が
全
体
の
１
％
し
か
進
ん
で
い
な

い
こ
と
や
、
平
成
元
年
や
2
年
に
発
掘
さ
れ

た
僧
坊
跡
に
案
内
さ
れ
、
当
時
の
生
活
の
様

子
な
ど
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
る
と
、
参
加
さ

れ
た
皆
さ
ん
は
大
変
に
感
動
を
受
け
た
様
子

で
し
た
。
 

　
教
育
会
館
2
階
で
は
、
昨
年
春
に
発
表
さ

れ
た
中
国
製
の
青
白
磁
観
音
像
を
は
じ
め
、

当
時
の
生
活
用
品
な
ど
２０
年
間
に
発
掘
さ
れ

た
主
な
遺
物
や
説
明
用
の
パ
ネ
ル
が
展
示
さ

れ
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
熱
心
に
見
て
回

っ
て
い
ま
し
た
。
ロ
ビ
ー
で
は
、
簡
易
ア
ニ

メ
「
泰
澄
大
師
物
語
」
も
上
映
さ
れ
ま
し
た
。 

　
さ
ら
に
今
年
は
、
勝
山
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

の
入
賞
作
品
も
１
階
ロ
ビ
ー
で
展
示
さ
れ
、

盛
り
沢
山
の
展
示
と
な
り
ま
し
た
。 

　
午
後
か
ら
の
「
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
は
、

ま
ず
、「
山
岳
信
仰
と
白
山
」
と
題
し
て
、

国
学
院
大
学
の
椙
山
林
継
教
授
が
講
演
を
行

い
ま
し
た
。 

　
講
演
の
中
で
椙
山
教
授
は
、「
白
山
は
日

本
の
ほ
ぼ
真
ん
中
に
位
置
し
、
白
山
の
水
は

日
本
海
へ
も
太
平
洋
へ
も
流
れ
て
い
る
こ
と

や
、
白
山
周
辺
に
は
い
た
る
と
こ
ろ
に
温
泉

が
あ
り
、
薬
草
も
生
え
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

古
く
か
ら
芸
能
な
ど
文
化
が
大
事
に
さ
れ
残

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。」
と
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
世
界
文
化
遺
産
登
録
を
目
指
し
て
い
る
勝

山
市
と
勝
山
市
民
に
と
っ
て
、
本
当
に
心
強

い
講
演
と
な
り
ま
し
た
。 

　
講
演
後
に
は
、
県
立
歴
史
博
物
館
の
笠
松

雅
弘
主
任
学
芸
員
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、

椙
山
林
継
教
授
、
平
泉
寺
白
山
神
社
の
平
泉

隆
房
宮
司
、
郡
上
市
長
滝
白
山
神
社
の
若
宮

多
門
宮
司
、
白
山
市
白
山
比

神
社
の
村
山

和
臣
禰
宜
を
パ
ネ
ラ
ー
に
討
論
会
が
行
わ
れ
、

テ
ー
マ
を
「
白
山
信
仰
の
拠
点
、
三
馬
場
」

と
題
し
、
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。 

　
三
馬
場
が
そ
れ
ぞ
れ
独
自
的
な
歩
み
を
し

て
き
た
中
で
も
、
水
や
能
な
ど
白
山
麓
の
自

然
と
文
化
に
つ
い
て
共
通
す
る
部
分
も
多
く

見
ら
れ
、
今
後
三
馬
場
が
協
力
し
た
い
と
の

共
通
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。 

史
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平
泉
寺
で
初
め
て
発
掘
の
鍬く

わ

音お
と

を
聞
い
た
の
は
平
成
元
年
の
こ
と

で
す
。
そ
れ
か
ら
２０
年
が
経
ち
、「
中
世
宗
教
都
市
」
平
泉
寺
の
姿

が
次
第
に
現
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
、
今
後
の
整
備

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

平
成
元
年
、
平
泉
寺
白
山
神
社
本
殿
か
ら

南
東
方
向
に
約
5
0
0
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
山

林
内
で
始
ま
っ
た
発
掘
調
査
は
、
平
泉
寺
に

関
係
す
る
初
め
て
の
考
古
学
的
な
調
査
と
な

り
ま
し
た
。

地
表
を
約
３０
㎝
掘
り
下
げ
る
と
、
地
中
か

ら
5
0
0
年
ほ
ど
前
の
中
世
の
僧
坊
跡
（
僧

侶
の
住
居
跡
）
や
川
原
石
を
敷
き
つ
め
た
石

畳
道
が
顔
を
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
お
び
た

だ
し
い
数
の
土
器
・
陶
磁
器
類
も
出
土
し
ま

し
た
。

特
に
、
中
世
の
僧
坊

跡
の
井
戸
内
か
ら
は
、

2
0
0
枚
を
超
え
る
銅

銭
の
他
に
、
全
国
的
に

発
掘
例
の
少
な
い
包
丁

や
汁
杓し

ゃ
く

子し

な
ど
大
変
珍

し
い
木
製
品
が
出
土
し

ま
し
た
。
平
成
元
年
の

調
査
は
、
平
泉
寺
が
想
像
を
遥
か
に
超
え
る
、

貴
重
な
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
調
査

で
も
あ
っ
た
の
で
す
。

発
掘
調
査
が
進
む
に
つ
れ
て
、
中
世
の
平

泉
寺
の
全ぜ

ん

貌ぼ
う

が
浮
か
び
あ
が
っ
て
き
ま
し

た
。
１
5
7
4
年
に
一
向
一
揆
に
よ
っ
て
焼

き
討
ち
さ
れ
る
以
前
の
境
内
は
、
現
在
の
白

山
神
社
境
内
の
１０
倍
以
上
の
広
が
り
を
持

ち
、
東
西
１
・
2
㎞
、
南
北
１
㎞
の
範
囲
に

広
が
る
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
、

境
内
中
心
部
の
尾
根
上
に
は
、
四
十
八
社
・

三
十
六
堂
と
呼
ば
れ
る
主
要
伽が

藍ら
ん

が
建
ち
並

び
、
両
側
の
谷
に
は
六
千
坊
と
呼
ば
れ
る
僧

侶
の
屋
敷
群
が
配
置
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

特
に
、
白
山
神
社
の
南
側
に
広
が
る
南
谷
三

千
六
百
坊
跡
か
ら
は
、
緩
斜
面
を
階
段
状
に

造
成
し
た
多
数
の
僧
侶
の
屋
敷
群
の
他
、
縦

横
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
石
畳
道
な
ど
、「
中

世
宗
教
都
市
」
平
泉
寺
の
実
態
が
浮
か
び
あ

が
っ
て
き
ま
し
た
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
平
泉
寺
で
発
掘
さ
れ
た

中
世
の
石
畳
道
は
、
国
内
最
大
規
模
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
所
か
ら
発
掘
さ
れ
て

い
る
中
世
の
石
垣
は
、
全
国
に
例
を
見
な
い

石
づ
く
り
の
都
市
を
彷ほ

う

彿ふ
つ

と
さ
せ
ま
す
。

地中から姿を現した中世の平泉寺僧坊跡

井戸の中から見つかった銅銭

こ
う
い
っ
た
発
掘
成
果
を
受
け
て
、
こ
れ

ま
で
白
山
神
社
境
内
だ
け
で
あ
っ
た
国
史
跡

（
重
要
文
化
財
）
の
範
囲
が
、
平
成
9
年
に

は
、
全
国
屈
指
の
規
模
と
い
え
る
、
か
つ
て

の
境
内
全
域
約
2
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
拡
大

さ
れ
ま
し
た
。

白
山
国
立
公
園
に
含
ま
れ
る
樹
齢
数
１
0

0
年
の
杉
木
立
の
中
、
青
苔
が
絨
毯
を
し
き

つ
め
た
よ
う
に
生
え
た
苔
の
宮
平
泉
寺
を
訪

れ
る
人
は
多
く
、
平
泉
寺
は
福
井
県
を
代
表

す
る
自
然
景
観
豊
か
な
、
ま
た
、
歴
史
景
観

豊
か
な
と
こ
ろ
と
い
え
ま
す
。
し
か
し
、
現

地
で
平
泉
寺
の
歴
史
や
史
跡
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
こ
と
は
難
し
い
の
が
現
状
で
す
。

そ
こ
で
、
勝
山
市
で
は
、
今
年
度
か
ら
5

か
年
計
画
で
文
化
庁
最
大
の
補
助
事
業
で
あ

る
「
史
跡
等
総
合
整
備
活
用
推
進
事
業
」
の

採
択
を
受
け
て
、
史
跡
平
泉
寺
の
本
格
整
備

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

今
回
の
整
備
で
は
、
総
合
案
内
施
設
と
な

る
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
建
設
や
発
掘
地
の
整

備
、
僧
坊
の
門
や
土
塀
の
復
元
な
ど
、
史
跡

平
泉
寺
の
魅
力
が
体
感
で
き
る
整
備
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。

平泉寺の象徴ともいえる石
畳道。20年前は土の中だった。

出土した青白磁観音像

史跡見学会（僧坊跡の発掘現場）で学芸員の説明を
聞いている参加者

展示資料を見る参加者

椙山林継教授の講演


